
令和 3年 10月号 

 
分
苑
長 

長
月 

月
次
祭
挨
拶 

先
ほ
ど
は
、
長
月
月
次
祭
を
皆
様

と
と
も
に
清
々
し
く
執
り
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
月
は
長
寿
者
の
お
祝
い
を

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
節
分
人
型

功
労
者
の
表
彰
と
記
念
品
が
本
部

よ
り
届
い
て
い
ま
す
、
後
程
該
当
者

の
方
達
と
あ
わ
せ
て
分
所
長
・
支
部

長
の
認
定
書
も
お
渡
し
い
た
し
ま

す
。 八

月
に
は
気
温
が
上
が
り
猛
暑

の
日
が
あ
っ
た
か
と
思
え
ば
大
雨

が
降
り
昨
日
も
台
風
十
四
号
の
影

響
で
全
国
各
地
に
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
名
古
屋
分

苑
管
内
で
は
災
害
に
遭
遇
さ
れ
た

と
い
う
方
達
の
情
報
が
な
い
の
で

安
心
し
て
い
ま
す
。 

愛
知
県
も
再
度
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ま
ん
延
防
止
措
置
が
出
さ
れ
さ

ら
に
緊
急
事
態
宣
言
の
終
息
か
と

思
え
ば
更
に
今
月
末
ま
で
延
長
で

本
部
の
祭
典
は
自
粛
ご
遠
慮
と
で

聖
地
参
拝
と
道
場
修
行
が
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。 

先
日
、
名
古
屋
分
苑
で
予
定
し
て

い
ま
し
た
祭
式
講
習
会
の
本
部
講

師
の
派
遣
と
秋
季
大
祭
に
依
頼
し

て
い
ま
し
た
本
部
長
の
派
遣
が
中

止
に
な
り
誠
に
残
念
で
す
。
祭
式
講

習
会
に
つ
き
ま
し
て
は
今
月
二
十

五
・
二
十
六
日
と
開
催
い
た
し
ま
す
。 

八
月
二
十
九
日
に
は
分
所
・
支
部

長
・
役
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
が
参
加
者
の
屈
託
の
な
い
意

見
が
多
く
発
表
さ
れ
た
お
か
げ
で

予
定
時
間
通
り
開
催
で
き
ま
し
た
。 

分
苑
で
は
お
琴
・
お
茶
の
お
稽
古

と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
芸
術
は

宗
教
の
母
と

歴
代
教
主
様

が
教
え
諭
さ

れ
る
よ
う
に

ど
ん
ど
ん
活

用
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

使
わ
な
く
て
も
手
入
れ
が
必
要
で

す
、
使
用
し
て
い
た
だ
い
た
ら
風
通

し
良
く
な
り
カ
ビ
の
発
生
も
抑
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
活
用
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

昨
日
十
三
時
よ
り
本
部
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
が
開
催
さ
れ
三
河

本
苑
加
藤
本
苑
長
と
三
重
主
会
日

野
主
会
長
が
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。 

三
河
本
苑
の
上
棟
祭
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
い
た
だ
き
早
速
拝
見
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
全
て
木
造
建
築
で
祭

典
に
つ
い
て
は
名
古
屋
分
苑
の
祭

典
を
参
考
に
し
た
と
言
っ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。 

日
野
主
会
長
に
は
名
古
屋
分
苑

の
祭
式
講
習
会
を
見
学
に
来
て
い

た
だ
け
ま
す
。 

本
部
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
で

は
綾
の
郷
献
金
の
状
況
と
入
札
時

期
の
説
明
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
部

と
の
交
流
が
今
後
多
く
な
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
後
秋
季
大
祭
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、
挨
拶
は
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 行
事
報
告 

●
月
始
祭 

九
月
四
日
（
土
） 

直
心
会
の
祭
員
・
進
行
に
よ

り
執
行
さ
れ
た
。 

参
拝
者
二
十
三
名 

斎
主 

 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 

堀
和
子 

祭
員 

 

伊
藤
秀
子 

進
行 

 

川
地
貴
子 

●
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭 

 
 

 
 

九
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

参
拝
者
二
十
八
名 

斎
主 

 

飯
田
和
彦 

 
 

祭
員 

 

青
山
将
士 

進
行 

 

五
十
川
松
子 

伶
人 

 

飯
田
直
美 

伶
人 

 

岡
田
幸
子 

長

寿

の

皆

様

に
は

、

直

心

会

よ

り
記

念
品

が
授

受
さ

れ

ま

し

た
。

お
め

で
と

う
ご

ざ

い
ま
す
。 

米
寿 城

北
分
所 

山
田
日
出
男 

若
葉
支
部 

田
中
み
つ
子 

さ
わ
や
か
支
部 

佐
藤
榮
子 

喜
寿 若

葉
支
部 

水
谷
光
子 

北
一
支
部 

橋
本
さ
ち
子 

行
事
予
定 

十
月
十
七
日
（
日
） 

秋
季
大
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭 

午
前
十
時
よ
り 

十
月
十
八
日
（
月
） 

霊
界
物
語
一
斉
拝
読
会 

十
月
二
十
三
・
二
十
四
（
土
・
日
） 

 

誠
心
会
献
労
奉
仕
（
綾
部
） 

十
月
三
十
日
（
土
） 

宣
伝
使
辞
令
・
み
手
代
下
付
式 

午
後
一
時
よ
り 

十
一
月
六
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 



令和 3年 10月号 

 
●

草
刈
り
献
労
報
告 

 
 
 
 
 

報
告 

妹
尾 

正
治 

９
月
５
日
の
午
前
８
時
半
か
ら

２
時
間
、
当
番
の
津
島
支
部
５
名
、

弥
冨
支
部
１
名
、
又
応
援
組
の
、
み

な
と
会
合
所
２
名
、
さ
わ
や
か
支
部

１
名
の
計
９
名
が
岐
阜
県
海
津
市

に
有
る
お
松
植
栽
地
の
草
刈
り
と

整
地
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
最
近
の

長
雨
で
根
腐
れ
に
よ
り
松
が
３
本

ほ
ど
枯
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
と
は

元
気
に
育
ち
６
０
セ
ン
チ
ほ
ど
に

な
っ
た
松
も
有
り
ま
し
た
。
作
業
後
、

希
望
者
５
名
が
現
地
か
ら
１
５
分

の
所
に
有
る
多
度
大
社
へ
参
拝
す

る
事
と
な
り
、
取
り
敢
え
ず
大
社
近

く
の
「
天
王
平
温
泉
神
馬
の
湯
」
で

体
を
清
め
、
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、

大
本
に
ゆ
か
り
の
深
い
多
度
大
社

へ
向
か
い
ま
し
た
。 

本
宮
多
度
神
社
は
緑
深
い
山
裾

に
有
り
、
滝
の
し
ぶ
き
が
舞
う
中

「
天
津
祝
詞
」
を
清
々
し
く
奏
上
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
献
労
と
温
泉
と

参
拝
・
・
と
て
も
充
実
し
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。 

ご
参
考 

多
度
大
社

の
御
祭
神

は
、
天
照
大

神
と
須
佐

之
男
命
の

誓
約
に
よ

り
生
ま
れ

た
五
男
三

女
神
の
第
三
皇
子
の
「
天
津
彦
根

命
」、
昭
和
７
年
７
月
７
日
、
二
代
教

主
様
、
聖
師
様
御
一
行
が
東
海
別

院
・
玉
野
支
部
・
名
古
屋
分
所
・
桑

名
分
所
を
巡
教
の
後
、
多
度
大
社
に

参
拝
さ
れ
亀
岡
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。 

●
祭
式
講
習
会 

報
告 

飯
田 

和
彦 

 

九

月
二

十
五

・
二

十
六

日

に

開

催
さ

れ
述

べ
十

五
名

が

参

加

し
た

。
三

重
主

会
か

ら

も
四
名
（
少
年
二
名
）
の
参
加

が
あ
っ
た
。 

 

三

級
に

一
名

、
少

年
級

に

二

名

が
挑

戦
し

た
。

二
十

六

日

の

午
前

に
は

講
習

で
学

ん

だ

こ

と
を

模
擬

祭
典

で
披

露

し
、
充
実
し
た
講
習
会
と
な
っ
た
。 

環
境
問
題
を
考
え
る 

そ
の
④ 

 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 
 

今
２
０
５
０
年
問
題
が
世
界

規
模
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
２
次
産
業
革
命

（
１
８
７
０
年
）
以
降
、
地
球
の

平
均
気
温
は
１
度
上
昇
し
ま
し

た
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
今
世 

紀
末
に
は
４
．
８
度
上
昇
す
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
飲
料

水
は
こ
の
５
０
年
間
で
６
０
％

減
少
し
ま
し
た
、
２
０
５
０
年
に

は
残
り
の
５
０
％
が
消
滅
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

で
、
農
業
漁
業
の
分
野
で
食
糧
難

の
危
機
が
叫
ば
れ
又
、
海
水
面
の

上
昇
で
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
人
々
も
出
て
い
ま
す
。
今
私
達

は
地
球
環
境
に
真
剣
に
目
を
向

け
、
今
ま
で
の
生
活
の
あ
り
方
を

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
、
今
の
生
活
の

中
で
改
善
出
来
る
事
は
無
い

か
？
知
ら
ず
知
ら
ず
に
地
球
を

汚
し
て
来
て
い
な
い
か
？
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
「
自
分
一
人

が
や
っ
て
も
な
ー
」
と
思
わ
ず
些

細
な
事
で
も
皆
で
気
が
付
け
ば

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
、
出
来
る

事
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

私
の
実
践
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
、
生
ご
み
は
堆
肥
作
り
の
コ
ン
ポ

ス
ト
に
投
入
し
て
可
燃
物
に
出

さ
な
い
。 

２
、
近
く
へ
出
か
け
る
時
は
自
転
車

を
利
用
し
て
、
車
に
乗
ら
な
い
。 

３
、
風
呂
の
残
り
湯
は
野
菜
や
花
に

撒
き
無
駄
に
し
な
い
。 

４
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
室
温
を

下
げ
エ
ア
コ
ン
使
用
の
節
約
に

務
め
る
。 

人
間
が
足
を
踏
み
入
れ
た
所
は

総
て
自
然
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
そ
う
で
す
、
大
本
信
徒
と
し
て

そ
の
事
を
常
に
頭
に
入
れ
て
感

謝
と
報
恩
の
生
活
を
送
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

シ
リ
ー
ズ
完 

お
知
ら
せ 

●
令
和
四
年
度
、
祭
典
カ
レ
ン
ダ

ー
・
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て 

 

カ
レ
ン
ダ
ー
三
百
五
円 

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳
七
百
五
十
円 

締
め
切
り
十
一
月
六
日
（
土
） 

分
苑
一
階
、
掲
示
板
の
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
お
茶
の
お
稽
古
に
つ
い
て 

分
苑
で
お
稽
古
を
始
め
ま
し

た
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

十
月
十
三
・
二
十
七
日
（
水
） 

十
時
半
か
ら
十
五
時 

参
加
費 

千
円
／
月 

連
絡
先 

川
地
貴
子 

 

０
５
２-

７
９
３-

１
８
０
７ 

 

●
東
海
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て 

岐
阜
主
会
の
長
谷
川
様
の
ご

協
力
に
よ
り
今
年
の
春
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ラ
ム
・
信
徒
だ
よ
り
・
機

関
紙
な
ど
重
要
な
情
報
が
満
載

で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
大
本
東
海
教
区
で
検
索
） 


